
一般質問一般質問
9月定例会では、
15人の議員が一般質問を
行いました。各議員の
質問と理事者の答弁の
概要は次のとおりです。
（質問順に掲載）

佐々木市長にまちづくりを問う
質 問質 問一 般

一
般
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問
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般
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美山支所事務室 南丹市役所

　
　

大
災
害
発
生
時
に
は
携

帯
電
話
や
、
防
災
行
政
無
線

の
基
地
局
の
倒
壊
な
ど
に
よ

り
通
信
・
連
絡
手
段
が
限
ら

れ
て
く
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
市
内
に
あ
る
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
の
ク
ラ
ブ
な
ど
の
協

力
を
求
め
協
定
を
結
ぶ
べ
き

で
は
。

　
　
　

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

の
重
要
性
は
認
識
し
て
お

り
連
携
を
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

防
災
体
制
の
確
立
に
向
け

さ
ら
に
努
力
す
る
。

生
産
森
林
組
合
の

　
　
　
指
導
・
育
成
を

問市
長
市
長

　
　

生
産
森
林
組
合
の
経
営

は
大
変
厳
し
く
存
続
す
ら
危

ぶ
ま
れ
る
組
合
も
あ
る
。
地

縁
団
体
な
ど
へ
の
移
行
手
続

き
の
助
言
や
手
助
け
を
行
政

と
し
て
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

法
人
税
の
減
免
は
で
き
な
い

か
。

　
　
　

移
行
手
続
き
の
助

言
な
ど
は
責
務
と
考
え
て

い
る
。
減
免
は
税
法
上
無

理
で
あ
る
。

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
法
人
は

地
域
の
有
限
会
社
で

　
　

国
や
府
は
、
過
疎
高
齢

化
地
域
の
た
め
の
地
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
法
人
の
創
設
の
動

問市
長
市
長

問

き
が
あ
る
が
、
美
山
地
域
に

は
旧
Ｊ
Ａ
の
支
所
を
活
用

し
、
住
民
生
活
に
密
着
し
た

住
民
出
資
に
よ
る
営
利
目
的

だ
け
で
な
い
、
地
域
活
動
を

支
援
す
る
有
限
会
社
が
あ

る
。
新
た
に
法
人
を
立
ち
上

げ
ず
に
、
こ
れ
ら
の
会
社
を

活
用
し
地
域
振
興
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

既
存
の
有
限
会
社

な
ど
を
基
本
に
し
て
、
こ

の
制
度
を
充
分
活
用
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
積
極

的
な
取
組
み
を
し
て
い
く
。

遊
具
の
点
検
は

　
　

市
の
管
理
す
る
公
園

市
長
市
長

問

や
、
幼
・
保
・
小
学
校
な
ど

の
遊
具
の
点
検
は
、
ど
の
程

度
の
頻
度
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
点
検
は
専
門

業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

市
の
管
理
す
る
施

設
は
14
カ
所
あ
り
、
職
員

が
３
カ
月
ご
と
に
点
検
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

年
１
回
の
点
検

を
専
門
業
者
に
委
託
し
て

い
る
。
ま
た
、
毎
月
教
職

員
が
目
視
で
点
検
を
行
っ

て
い
る
。

市
長
市
長

教
育
長

　
　

合
併
協
議
に
反
し
、
支

所
職
員
は
半
減
さ
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
は
明
ら
か
に
低
下

し
て
い
る
。
重
要
な
役
割
を

担
わ
れ
て
き
た
各
参
与
が
、

12
月
末
任
期
切
れ
と
な
る
。

支
所
長
を
部
長
級
と
し
、
本

支
所
間
の
連
携
を
さ
ら
に
強

め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
き
た
さ
な
い
行
政

運
営
を
実
施
し
て
い
る
と

自
負
し
て
い
る
。
参
与
退

任
後
は
、
ス
ム
ー
ズ
な
行

政
運
営
が
行
え
る
よ
う
、

そ
の
体
制
の
中
で
、
役
職

問市
長
市
長

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
現

在
検
討
中
で
あ
る
。

八
木
駅
舎
改
築
と
周
辺
整
備

の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は

　
　

駅
舎
改
築
の
調
査
費
が

よ
う
や
く
７
月
臨
時
議
会
に

お
い
て
補
正
計
上
さ
れ
た
。

高
齢
者
、
障
が
い
者
、
妊
婦

の
方
々
の
た
め
に
も
早
急
な

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
必
要
で

あ
る
。
八
木
中
央
線
と
の
連

結
や
南
丹
病
院
へ
の
利
便
性

も
考
慮
し
財
源
措
置
に
お
い

て
も
、
駅
舎
改
築
の
た
め
の

基
金
の
造
成
も
必
要
と
考
え

る
が
、
市
長
の
所
見
を
伺
う
。

　
　
　

本
市
に
お
け
る
大

問市
長
市
長

き
な
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
て
い
る
。
整
備
計
画
調

査
結
果
を
基
本
と
し
、
都

市
再
生
整
備
計
画
を
ふ
ま

え
、
財
源
措
置
も
含
め
今

後
検
討
し
て
い
く
。

公
平
、
競
争
性
の
原
則
に
よ

り
一
社
入
札
は
不
成
立
に

　
　

防
災
行
政
無
線
工
事
に

お
け
る
入
札
に
お
い
て
、
一

社
入
札
と
な
り
、
予
定
価
格

公
表
に
よ
り
結
果
的
に

９
９
・
６
７
％
と
い
う
高
落

札
率
と
な
り
多
額
の
工
事
費

を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
公
平
公
正
と
競
争
性
の

原
則
に
立
ち
、
一
社
入
札
と

問

な
っ
た
場
合
不
成
立
と
な
る

よ
う
、
契
約
規
則
の
変
更
が

必
要
と
考
え
る
が
、
市
長
の

所
見
を
伺
う
。

　
　
　

一
社
入
札
で
あ
っ

て
も
競
争
性
は
十
分
確
保

さ
れ
て
お
り
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。
予
定
価
格
の

事
前
公
表
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
実
施
す
る
が
、
弊

害
が
生
じ
る
場
合
は
適
切

な
対
応
を
し
て
い
く
。

市
長
市
長

参与退任後の
支所機能の強化を

支所の役職など検討を続けている 防災体制の確立のために努力する

活緑クラブ
川勝　儀昭 議員

市長

アマ無線クラブと
災害時の協定を
市長

政権交代への対応は

変革に対応する

丹政クラブ
外田　　誠 議員

市長 行政推進に変更はない 市長

選挙結果を受け
今後の行政執行は日本共産党・住民協働市会議員団

高野　美好 議員

う
受
け
止
め
て
お
ら
れ
る
の

か
。

　

二
点
目
に
、
政
権
交
代
に

よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
施
策
が

見
直
さ
れ
、
自
治
体
に
も
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
が
、
今
後
の
行

政
執
行
の
あ
り
か
た
を
伺

う
。

　
　
　

政
権
交
代
が
実
現

と
な
り
、
政
策
に
も
変
更

が
生
じ
る
が
、
市
民
の
立

場
に
た
っ
た
行
政
推
進
に

変
更
は
な
い
。

市
長
市
長

　
　

総
選
挙
の
結
果
、
自
民
・

公
明
与
党
は
惨
敗
を
喫
し

た
。

　

日
本
共
産
党
は
、
自
公
政

権
と
対
決
し
「
自
公
政
権
を

退
場
さ
せ
よ
う
」
と
訴
え
続

け
て
き
た
だ
け
に
、
有
権
者

が
下
し
た
こ
の
審
判
を
日
本

の
政
治
に
と
っ
て
大
き
な
前

向
き
の
第
一
歩
と
し
て
歓
迎

す
る
。

　

こ
の
間
、
小
泉
内
閣
が
強

行
し
て
き
た
「
構
造
改
革
路

線
」
は
、
す
べ
て
の
分
野
で

く
ら
し
を
破
壊
し
た
。

　
「
使
い
捨
て
」
の
不
安
定

問

雇
用
が
広
が
り
、
年
間
収
入

が
２
百
万
円
に
も
満
た
な
い

「
働
く
貧
困
者
」
が
増
え
た
。

「
人
間
は
モ
ノ
で
は
な
い
」

「
若
者
か
ら
夢
と
希
望
を
奪

う
社
会
で
い
い
の
か
」
と
、

切
実
な
声
が
沸
き
起
こ
っ

た
。

　

社
会
保
障
予
算
を
削
減
し

て
き
た
結
果
、
医
療
も
年
金

も
介
護
も
深
刻
な
危
機
に
さ

ら
さ
れ
、
医
療
難
民
、
介
護

難
民
な
ど
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
事
態
に
ま
で
広
が
っ
た
。

「
こ
ん
な
ひ
ど
い
政
治
は
も

う
ご
め
ん
だ
」
と
い
う
、
国

民
の
ご
う
ご
う
た
る
声
が
、

自
公
政
権
を
退
場
さ
せ
た
原

動
力
だ
っ
た
こ
と
は
疑
う
余

地
が
な
い
。

　

新
し
い
政
権
は
、
こ
の
国

民
の
声
を
的
確
に
と
ら
ま

え
、
そ
れ
に
応
え
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
以

上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
以
下

市
長
の
見
解
を
聞
く
。

　

一
点
目
に
、
京
都
４
区
で

は
、
佐
々
木
市
長
が
熱
烈
応

援
さ
れ
た
無
所
属
候
補
は
落

選
、
市
唯
一
の
議
席
で
あ
っ

た
自
民
党
現
職
も
惨
敗
し

た
。
市
長
は
選
挙
結
果
を
ど

　
　

第
45
回
総
選
挙
で
は
、

民
主
党
が
３
０
８
議
席
を
得

て
政
権
交
代
が
実
現
し
た
。

　

地
方
の
疲
弊
と
格
差
拡
大

を
も
た
ら
し
た
小
泉
政
治
の

総
括
も
な
い
ま
ま
、
首
相
交

代
を
行
う
な
ど
、
国
民
不
在

の
政
治
を
進
め
て
き
た
自
民

党
へ
の
不
満
が
、
今
日
の
結

果
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
考

え
る
。

　

今
後
、
予
算
配
分
の
見
直

し
や
、
財
源
、
権
限
、
人
材

の
地
方
へ
の
委
譲
、
す
な
わ

ち
地
方
分
権
が
推
進
さ
れ

る
。
こ
れ
ら
は
地
方
自
治
体

問

に
と
っ
て
陳
情
政
治
か
ら
自

立
の
政
治
へ
の
転
換
を
意
味

す
る
。

　

国
民
が
変
革
を
望
ん
だ
選

挙
結
果
を
ど
う
総
括
さ
れ
る

の
か
、
ま
た
、
政
権
交
代
に

ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　

選
挙
結
果
は
民
意

で
あ
り
重
く
受
け
止
め
る
。

理
事
者
、
職
員
は
意
識
改

革
を
し
、
時
代
の
変
革
に

十
分
対
応
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
い
く
。

参
与
制
度
廃
止
後
の

支
所
の
体
制
は

　
　

参
与
制
度
は
、
本
年
12

市
長
市
長
市
長

問

月
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

　

新
市
の
一
体
化
と
旧
町
の

良
さ
を
残
す
緩
や
か
な
合
併

は
、
実
務
上
相
反
す
る
こ
と

が
多
く
、
支
所
機
能
は
維
持

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
支
所
の
体
制
は
ど
う

な
る
の
か
、
ま
た
、
支
所
長

の
役
職
は
ど
う
か
。

　
　
　

支
所
長
は
、
職
員
で

対
応
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

支
所
長
を
は
じ
め
と
す
る

体
制
は
今
、
検
討
中
で
あ

る
。

市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長
市
長

南風会
小中　昭 議員
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